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水稲新品種「こころまち」について

佐々木武彦@阿部員三1) .松永和久 e関本栄治2) .永野邦明3) .丹野耕_4)

千葉芳則 5) .狩野篤 6) .植松克彦7).滝沢浩幸@早坂浩志

A New Rice Cultivar “KOKOROMACHI" 
Takehiko SASAKI， Shinzo ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， Eiji OKAMOTO， 

Kuniaki NAGANO， Koichi TANNO， Yoshinori CHIBA， Atsushi KANO， 

Katsuhiko UEMATSU， Hiroyuki TAKIZAWA and Hiroshi HAYASAKA 

抄援

宮城県古川農業試験場において，東北131号(後のハヤユタカ)と中部44号の交配組合せから，耐冷

性強@いもち痛:tlf抗性強@良費@虫食味の水稲新品種「こころまちjを育成した。本品種は育種期間の
短縮を自指し，弱培撃を利用して青成したもので，東北地方では水稲の蔚培養による最初の育成品麓で

ある。本品種の特性は，東北中階部では写生の晩で，草型は儲穂数型の髄麓である。耐{i!J伏性はやや強，

いもち病真性抵抗性推定遺伝子製は+型で，開場抵抗性は葉いもち，穂いもちともに強，障害型船冷性

は強であるO 玄米品質は対象品穣ササミノリより良好で，食味も良好でササニシキに近い。栽培適地は

東北地方中南部の出関部及び三睦沿岸地帯であり， 1993年に宮城県で奨励品種に採用された。

〔キーワード〕水稲，虫食味，耐冷性，新品種，こころまち，部培養

key words : Paddy rice， Excellent eating quality， Cold resIstance， New cultivar， Kokoromachi， 

Anther culture 

繕 手司

宮城県古川農業試験場における指定試験事業で

育成した水稲「東北141号Jは1993年7月に「水
揺農林321号Jに登録， IこころまちJと命名され，
周年から官域黒において奨励品覆として普及に移

された。ここに本品謹の育成経過及び特性の援要

等について報告する。

本品種を育成するに当たって，当場の高橋重郎，

佐藤昭介，及111俊昭，高播矯ーの各場長から激励
とご指導を瑛いた。また，特性検定試験，系統適

応、性検定試験の実施に当たり，関係農業試験場の

担当者から多大なご協力を頭いた。これらの方々

に感謝の意を表する。

資翠目標及び脊成経過

1.育種目標

こころまちの系譜留は第1留に示すとおりで，

母は東北131号(後のハヤユタカ)，父は中部44号

である。この交配が行われた1982年当時は1980年

以来冷害年が続く中で，耐冷性の強い良金味品種

が強く要望されていた。当時東北地域における主

要品麓であった早生のアキヒカリ及び中生の早の

ササミノリは，いもち病抵抗性が強くて多収であっ

たが，耐冷性が弱いため1980年及び1981年の冷害

で大きな被害を受けた。また，これらの品種は食

味が劣るため，早生の良食味品種の育成が待ち望

まれていた。

以上のような背景から早生の耐冷，耐病，良食

味品種の育成を自擦に，東北131号と中部44号の

交記を実施した。こころまちの母である「東北13

1号Jは，早生の短稗，強稗，いもち病強，良金
味系統として1982年から奨励品種決定調査に配布

され， 1987年に揚関県で奨励品種に採用され，ハ

ヤユタカと命名された。父の中部44号も1982年か

ら新たに配布された系統であるが，中生の晩のい

もち病強，多Jj)Z，良食味系統であった。

所及越田良改業農レしJA
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い

サ

ヤマセニシキ
奥羽239号

藤坂 5号ゴ
←収 921

ハツミノ 1)--.1 

林29号 I
トーマンリョウ

近畿 33号 J

林 1
ホウネンワセ

コシヒカリ

タレホナミ
北臨 11

坂 5サつ
ト-34 

銀河 J

万代錦「

葉 2号っr-~~.- 1~~ ~ υ(秋晴)
!苓嵐 J

トドロキワセ

北睦90号
(アキニシキ)

北臨84号
(イナパワセ)

llB 

40 … 11 
(喜峰)

東北126号
(サトホナミ)

東北131号
(ノ、ヤユタカ)

こころまち

北陸110
中部 44号

愛知 26号
(初星)

1国 こころまちの系譜

2.宵成経過

こころまちの曹成経過は第 1表に示すとおりで

あるO 交配は1982年8月に行った。育成過程では

雑議世代の阜鶏臨定による斉議期間の短縮を

に菊培養を行った。 1983年 3月にF，を世代促進

混室で養成し，毘年6月にFlの菊培養安行った。

基本培地としてはN6を用い，カルス形成培地に

は2.4-Dを0.2rng/12，再分化培地には kinet
inO.2rng/12， IAA 0.1昭 /12を添加した。 1試
験管当り181闘の蔚を寵床して培養しカ jレス形成を

関り，カルスが2，......，3 mrnに生長したときに再分化

培地に移譲した。供試した蔚は5，742個，再分化

堵地に供試したカノレスは1，486j闘であり， そのう

ち294鰐のカルスから緑色の再分化侶体が得られ

た。それを同年9月"""'10丹に世代促進温室に移構
し，翌1984年2月にそのうち染色体が自然告加し

て稔実した127舘体からF，Az種子を採種した。 1

984年に本田においてF，Az世代の127系統を栽培

して日系統を選抜した。この組合せは早生~中生

の娩，玄米品質の良好な系統が多く，総合評髄は

やや良であった。翌1985年に11系統群を養成し同
時に生産力検定試験を開始し 9系統群を選抜し

た。 1986年にそのうちの6系統を系統適応、性検定

試験及び特性検定試験に配布し，有望な l系統を

選抜し「東北141号」の系統名を付け，翌1987年

にF，As世代から奨励品撞決定調査に配布を開始

した。東北141号は1993年に登録番号「水霜農林3

21号」に登録され，品題名「こころまちJと命名
され，同年宮城県の奨励品種として普及に移され

た。なお，こころまちの膏成系統閣は第2爵のと

おりであり，世代別の箆布倍所数は第2表のとお

りであるO
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年次 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 
世代 交配 F，A，F，ん払A3 F，A. F，A5 F，A6 FIA7 FIAa FIA9 FIAIO 

(古交82-44)

東北131号
× 

中部44号
蔚培養 25→亡?→仁?→仁占→仁?→亡?日→l
127 

備考

注)0印は選抜系統

85予-505東285東北141号 新品覆候補

第2陸 こころまちの育成系統図

議1衰 こころまちの脊成経過一覧

選抜
年次世代養成規模 選抜経過及び各世代の績評

系統数

1982 交配 93粒 1982年8月交配(交配番号古交82…44)
1983 F， 20錨体 3 月~6 月温室で養成， 6月にFlの鶏5，742倍を供試して蔚培

8 -10月1，486掴のカlレスを再分化靖養に供試，再分化し
た緑色の個体294をき皇室に移捕した。

FIAl 2941間体 127個体 2月までに染色体の自然倍加した127担体から採種。
1984 F，A2 127系統 11系統 草型@熟色良好，良震で組合せとしてはやや良。

(22個体)
1985 FIA3 111系統群 9系統群 85予501........，85予510まで10系統ぞ収量検定。

(9系統)
1986 FIA， 9系統群 l 系統群東283~東288まで 6 系統を系適に配。うち東285を東北141号と

(1系統) 命名した。

1987 F，A5 1系統群 l系統群東北141号奨決記布初年目。
( 1系統)

1988 FIA6 1系統群 l系統群東北141号奨決配布2十悶 O
(1系統)

1989 F，A7 1 l系統群 3ム「口 O
( 2系統)

1990 FIA8 2 2 東北141号奨決記布4年目。
(4系統)

1991 FIA9 4系統群 3系統群東北141号奨決詑布5ザロo
(4系統)

1992 F，AIO 4系統群 l系統群東北141号奨決配布6年呂，新品謹候補。
1993 F，All 「水稲農林321号Jに登録， IこころまちJと命名。

言城県で奨励品謹に採用。

注)F ，A， は雑議第一代の蔚培養から得た再分化第一代 A2は再分化第ニ代。

註代別配布個所数

項自/世代 F，A， F，A5 FIA6 FIA7 FIAa FIA9 FIAIO 
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は「偏穂数型」である(第4表)。稗の太さはサ

サミノリよりやや太く「やや太J，稗費は「やや
1.一殻特性 陣UJで，耐倒伏性はササミノりより明らかに強く
1)形態的特性 「やや強jである(第3，4表)。粒着密度はササ

移植時の苗の草丈および葉色はササミノリ並の ミノ 1)と間程度の「やや諜Jで，少程度の短でを
「中J，稗長はササミノりよりわずかに短く「中J， 生じ，ふ先色，穎色は黄白である(第3表)。
穂長はササミノ 1)よりやや長く「中Jである(第 2)出穏期@成熟期

3表)。穂数はササミノ 1)よりやや少なく「やや 出積期及び成熟期はアキヒカリとササミノリの

多J，一穂籾数はササミノリよりやや多く，草盟 中間で育成地では「早生の晩Jである(第4表)。

3表一般特性調査成績

品種名-ー で 醤護頴主穎粒着

草丈葉色細太 剛柔 多少長短稜度の色色

こころまち 中 中やや太やや開 少 短やや立淡黄葉白

ササミノリ中 中 中 中 やや少短 中 淡黄黄白

第ヰ表 出穂期，成熟期及び生育特性調査成績(膏成地)

出穏期 成熟期 稗長 穂長 穂数 割伏程度
品種名

(月日) (月日) (cm) (cm) (本/n:O ・標肥区 多肥区

特性の擁要

移植時 手皐

やや諜難

こころまち 8. 5 9.12 82.1 18.4 475 0.6 0.4 
ササミノ 1) 8. 7 9.15 84.7 18.0 512 1.3 2.0 

アキヒカリ 8. 2 9.10 76.5 17.9 448 0.1 0.3 
ササニシキ 8.9 9.25 81.2 17.7 560 2.3 2.0 

注 1)1987， 1989-92年の標肥区の平均値(冷害年の19邸年を捺く)，倒伏はo(無)-4 (甚)
2 )ぺ別の試験誌であるが参考として示す。

2.耐病性

1 )いもち病抵抗性

(1) 真性抵抗性

9覆のいもち病菌株の胞子懸濁液を4葉留に噴

霧接麓し，その反応から真性抵抗性遺伝子型の推

定を行った。その結果こころまちはササミノリと

同じ新2号型の反応を示し，真性抵抗性遺佳子型
はr+Jと推定された(第5表)。

第S表 いもち病欝系別抵抗性検定結果
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抵抗性

(035) (037) (003) (007) 遺佳子型

こころまち

新 2 号

愛知揺 R R R 

注1)噴霧接撞によるO は寵病性反応 Rは抵抗性反応
2)試験年次は1990-1992年

十

十

Pi-α 

(2) 開場抵拭性

葉いもち抵抗性は育成地を含む5場所で行われ

た焔苦代による幼苗検定の結果では， r強」と評
価された(第6，7表)。穂いもち抵抗性の検定

は育成地を含む7場所で行われた。こころまちの

発痛程度はササミノリと間程度であり，穂、いもち

抵抗性は「強Jと評価された(第8，9表)。
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葉いもち抵抗性検定成額(育成地)

推定低
品種名 抗性遺 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 平均 評錨

伝子型

こころまち 十 5.6 5.6 4.6 5.0 5.5 5.3 4.1 5.1 5会
ササミノリ + 5.8 6.3 5.3 4.8 5.2 4.0 3.5 5.0 (強)

B 本晴 十 6.0 6.9 5.4 5.7 5.6 5.9 5.3 5.8 (中)

林 29 十 6.4 7.0 5.5 6.8 7.7 7.0 6.5 6.7 (弱)

アキヒカリ Pi-α 5.3 6.4 5.4 5.3 5.5 4.8 5.1 5.4 日会

レイメイ Pi-α 5.2 6.0 5.1 5.5 5.8 4.2 4.7 5.2 強

トヨニシキ Pi α 5.5 7.0 4.8 4.6 5.5 4.8 4.3 5.2 (強)

キヨニシキ Pi-α 6.2 7.0 5.0 5.0 5.7 4.5 5.1 5.5 (やや強)
ササニシキ Pi-α 6.7 7.6 5.4 5.8 6.7 6.1 5.8 6.3 (やや弱)

主主)数{直は娼商代における発病翠度。 o(無鵡斑)--10 (全茎葉枯死)， 3反後で発病の初
期，中期，後期の 3因調査の平均値。評価の括弧内は評錨基準。

第7表葉いもち抵抗性検定成績(依頼先)

愛知山間 総合

品種名 発病 評価 発病評価
援度 程度 評錨

こころまち 4.7 5会 4.2 5虫 4.0 6.6 強 5虫
ササミノリ 5.2 (強) 4.2 強 6.8 強 (強)

日本晴 5.1 (中) 4.9 中 (中) (中)

林 29 6.3 (弱) 6.1 ~~ (弱) (弱)

アキヒカリ 4.8 5会 強 4.2 6.6 号室 強

レイメイ 4.8 P会 強 4.0 強 強

キヨニシキ 5.5 (や強) 4.7 や強 4.3 7.1 (や強) (やや強)
トヨニシキ 5.3 (強) 4.1 強 4.0 6.2 (強) (強)

ササニシキ 6.2 (や弱) 5.2 や弱 7.9 (や弱) (やや弱)

注)数穫は畑苗代における発病程度。O 評価の括組内は評i臨基準。
福島招馬は1987--92年の6ヶ主手の平均，愛知山簡は1986-92年の7ヶ年の平均，

坂は1990--91年の 2ヶ年の平均，東北水田は1990--92年の 3ヶ年の平均。

8-1表穏いもち抵抗性検定成績(育成地)

1985 1986 1987 1988 1989 1990 

品種名 出帯、期擢病出諒期擢持出穂期擦持出穂、期擢病出様期擢病出穂期擢病
(月日)籾率 (月日)籾率 (月日)籾率 (月臼)籾率(月日)籾率 (月忌)籾率

こころまち 8.19 45 8.30 28 8.26 30 9. 2 55 8.29 75 8.15 35 
ササミノリ 8.19 67 8.31 38 8.26 40 9. 3 70 8.31 75 8.18 28 
ハツニシキ 9. 2 85 8.28 98 8.17 45 
農林 I号 9. 2 88 8.28 99 8.15 55 
アキヒカ 1) 8.19 50 8.30 17 8.25 40 8.31 40 8.29 68 8.17 33 
レイメイ 8.20 63 8.30 18 8.25 30 8.29 45 8.29 68 8.15 28 
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総合1988--92平均

出穂期穫病
(月日) 籾率

穂いもち抵抗性検定成績(育成地つづき)

1985--87平均

出穂期
(月忌)

1992 

出穂期曜病
(月日)籾率

第8-2衰

1991 

出諒期寵梼
(月日) 籾率

品寝名
評価

こころまち

ササミノリ

ハツニシキ

農林 1号

アキヒカリ

レイメイ

強

(強)

(中)

(弱)

(中)
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8.25 

伊

h
U
4
1よ

F
h
J
v
p
h
d
n
u
d
A
H
V

-
1
-
i
q
J

ワ
ム
ワ
ω

つん

8.23 

8.26 

8.25 

8.23 

8.21 

8.23 

只
υ
汽
υ

ハU
n
u
n
u
n
O

4
4
4
&
Q
U
Q
d
p
O
R
U
 

8.24 

8.26 

8.26 

8.23 

8.22 

8.22 

36 

37 

8.25 

8.25 

総合愛知山開

発病評価
器震

聴いもち抵抗性検定成績(依頼先)

秋田大館 山形最北 福島相馬 島根赤名

発病評価発病評錨発病評価発病評錨
程度 謹度 密度 謹度

9褒

東北水田

発病評髄
程度

品語名

強 3.1強 2.7 強1.4 強

(強) 4.1 (強) 3.8 (強) 1.9 (強)
(中) 6.3 (中) 3.1 (中)

(弱) 5.4 (弱)一一 4.5 (弱)
(中) 3.7 (中)一1.9 (中) 2.5 (中)
(強) 4.7 (強) 3.0 (強) 2.3 (強) 2.3 (強)

注)数{樹立発病程震， 0 (無病斑)~10 (全穂擢病)。評錨の括弧内は評価基準。
東北水聞は1987~例年の S ヶ年の平均，秋聞大舘は1987--88年の 2 ヶ年の平均，山形最北は19

89~1992年の 4 ヶ年の平均，福島抱馬は1987~1992年の 6 ヶ主手の平均，島宇艮赤名は1987~1992

年の 6 ヶ壬手の平均，愛知山間は1989~1992年の 4 ヶ年の平均。

評価

強

(強)

(中)

(弱)

(中)

(強)

強

(強)

(中)

(強)

3.2 

4.6 

2.9 

強2.4 3.4 
5.7 

6.6 

8.6 

4.9 

4.7 

こころまち

ササミノリ

ハツニシキ

林 l
アキヒカリ

レイメイ

は，ササミノ 1)よりやや弱く「弱」と評価された

(第10，11表)。
2 )自葉枯稿抵抗性

育成地及び山形農試庄内支場で行われた結果で

自棄枯病抵抗性検定成鰭(脊成地)

発

1989 

。議

評錨

こころまち

ササミノリ

アキヒカリ

ヨネシロ

レイメイ

サチイズミ

たかねみのり

~~ 
中
やや弱

~~ 
やや弱

~~ 
~~ 

5.6 

4.9 

5.3 

6.3 

4.8 

5.7 

5.6 

1992 

3.3 

3.0 

3.1 
4.5 

3.0 

3.8 

3.1 

1991 

5.8 

6.8 

6.4 
6.8 

5.6 

5.8 

5.9 

1990 

6.3 

5.3 

6.3 

6.8 

5.4 

6.1 
5.4 

7.6 

4.8 

5.2 

7.7 

4.8 

6.8 

6.7 

1988 

5.2 

4.4 

5.4 
5.3 

5.2 

5.2 

5.9 

1987 

5.4 
5.1 
5.3 

6.9 

5.0 

6.4 

6.5 

品襲名

o (無窮斑)--10 (全止葉枯死)注)止葉農関箆後に努葉接種，
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第11表 白葉結病抵抗性検定成績(依頼先，山形県農業試験場庄内支場)

1989 1990 1991 1992 総合

品種名
現葉 針 評髄努葉 針 評髄努葉 針 評価嬰葉 針 評価

接撞 接種接種 接種接覆 接種接種

(cm) ("， rnllD (cm) ("'rnllI) (cm) ("'rnllI) (cm) ("'rnllI) 評価

こころまち 9.9 30 ~~ 8.4 31.3 ~~ 8.4 16.3 ~~ 6.8 11.8 や弱 ~~ 
アキヒカリ 7.4 8 や弱 6.8 18.9 中 7.1 10.9 ~~ 6.6 8.4 や弱 ~~ 
中新120 3.2 8 強 4.4 6.8 強 3.5 1.8 強 2.9 3.1 強 (強)

庄内 8 6.6 11 中 4.6 9.9 や強 5.1 3.4 や強 4.3 5.4 や強 (やや強)
ササニシキ 8.1 24 や弱 6.7 16.4 や弱 7.0 5.8 や弱 6.0 13.7 や弱 (やや弱)
キヨニシキ 9.8 32 中 9.5 17.3 や弱 6.0 13.0 や弱 やや弱

フジミノリ 3.2 8 ~~ 6.7 16.4 中 6.1 3.9 中 5.9 6.8 中 (中)

ヒメノモチ 12.8 33 ~~ 11.7 25.4 ~~ 10.0 15.6 ~~ 10.3 22.0 ~~ (弱)

レイメイ 4.7 18 や弱 7.1 15.6 中 7.4 4.6 中 中

注 1) 
2) は努葉部分からの最大鰐斑伸展長，針接種では擢病面積のJで示した。
3 )評価の話弧内は基準品覆の評価基準。

縞薬枯病f底抗性検定試験
は，こころま (依頼先，埼玉県農業試験場)

ちは と評価怠れた(第12表)。 1989 1990 1991 1992 評儲
3.耐冷性

こころまち 26.7 8.3 8.3 8.3 擢病性
らみ期の障害型樹冷牲の検定は脊成地を含

臼 25.4 19.2 4.2 10.0 擢病性
む3場所で行われた。これらの結果から，こころ

ニトヌヒカリ 20.0 9.2 6.1 
まちはササミノりより明らかに強く「強」と評価 コシヒカ 1) 6.7 9.2 10.0 擢病性
された(第13，

注)数{農は発病株主転出穂、後調査。

耐冷性検定試験成緩(育成地)

1986 1987 1988 1989 
評儲出荷調不稔評{話出器期 評師

(丹 B) (月日) 翠度

こころまち 8.21 6.5 3.5 8.16 7.5 3.5 8.18 5.6 3 8.22 3.5 3 
ササミノ 1) 8.24 9.5 (6) 8.19 10.0 (6) 8.22 8.0 (6) 8.27 9.2 (6) 
中母 35 8.16 4.0 (2) 8.11 4.0 (2) 8.13 4.7 (2) 8.17 2.2 (2) 
ムツニシキ 8.18 7.0 (4) 8.15 8.5 (4) 8.15 7.3 (4) 8.21 4.7 (4) 
レイメイ 8.18 8.0 (5) 8.15 10.0 (5) 8.17 8.0 (5) 8.22 8.0 (5) 

品 アキヒカリ 8.19 10.0 (6) 8.15 10.0 (6) 8.17 10.0 (6) 8.21 9.3 (6) 
イブキワセ 8.24 6.5 (3) 8.18 8.0 (3) 8.21 5.0 (3) 8.27 3‘7 (3) 
ヒメノモチ 8.26 9.0 (5) 8.18 8.5 (5) 8.22 6.3 (5) 8.28 8.0 (5) 
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つづき)

O
一
稔
度

開
一
不
程

総合均

稔

度

平

不

程

1992 

出穏期不稔

(丹日)程度

酎冷性検定試験成績(湾成地，

-
一
稔
度

部
一
不
程

第13-2表

評価価評出穏期

(月日)
評価出穏期

(月日)
品種名

評錨

品

覆

強

(やや弱)

(極強)

(やや強)

(中)
(やや弱)

(強)

(中)

5.3 

9.0 

3.6 

6.4 
8.1 
9.8 

5.4 
7.4 

3.5 

(6) 
(2) 

(4) 

(5) 
(6) 
(3) 

(5) 

7.7 

10.0 

5.0 

8.0 

9.0 

10.0 

7.0 

9.3 

8.20 

8.22 

8.17 
8.19 
8.19 

8.20 

8.21 

8.21 

3 

(6) 

(2) 

(4) 

(5) 

(6) 

(3) 

(5) 

4.0 

8.3 

3.0 

4.7 

7.7 

10.0 

4.3 

6.0 

8. 3 
8. 5 
8. 1 

8. 2 

8. 3 
8. 3 
8. 7 

8. 4 

2.5 

(6) 
(2) 

(4) 

(5) 

(6) 

(3) 
(5) 

2.7 

7.7 

2.3 

4.3 

6.0 

9.3 

3.3 
5.。

8. 9 
8.16 
8. 5 
8. 7 
8. 7 
8. 9 
8.15 

8.14 

こころまち

ササミノリ

中母 35
ムツニシキ

レイメイ

アキヒカリ

イプキワセ

ヒメノモチ

基

注1)水深20cm(1 989年~1992年は25cm)，水温19
0

C，循環謹殺による検定。
2)不稔程度は不稔歩合Oから100%までをから10までのランクで表したものO
3 )耐冷性の評価は数億の小さい方が強。括弧内の数値及び総合評価は基準品壊の輯J制生ランクO

耐冷性検定試験成績(依頼先)

青森農試藤坂支場

， 88 ' 89 ' 90 ' 91 

第14表

総合

評価'92 

品

覆

強
(やや弱)

(極強)

(やや強)

(中)
(やや弱)

(強)

(中)

3 
(6) 

(2) 

(4) 

(5) 

(6) 

(3) 

(5) 

4 

(6) 

(2) 
(4) 
(5) 
(6) 
(3) 
(5) 

4 

6 

2 

3 
6 

2 

6 

2

9

u

A

ゐ
ハ
b

q

J

4

A

3 
5 

ワム

q

J

A叫
A
P
o
q
u
q
o

1987 

4 

6 

t
i
4
q
p
O
P
0
8
4
A
F
U
 

， 90 

9
u
d
q
n
4
4
2
4

ワ
ω
d
4
R
u
t
-
A
q
J

， 89 

n，
L

つd
q
L

ワ
u
q
L

ワ
u
u
q
J

。J
η

J

， 88 

円

L

『
U

円

f
u
n
L
内

L
q
t
u
q
J
q
u
n
J

， 87 

4
1
A
qペ
V
4
lゐ

4
4ム
円
〆
臼

1986 

2 

2 

2 

品種名

こころまち

ササミノリ

たかねみのり

中母 35
ムツニシキ

レイメイ

アキヒカリ

イブキワセ

ヒメノモチ

2 

3 2 

注 1)揺島冷害は冷水かけ流しにより検定。水深12~14cm，水温約19SCで、踊8瀧瀧。

2 )青森藤坂は程温深水法による検定。水深25cm，水温約19.5
0

Cで8中のみ冷水処理。
3 )括弧内の数値及び総合評価の括弧内は基準品謹のランク。

た結果，こころまちはササミノ 1)より発芽しにく

く，穂発芽性は「やや難jと評i価された(第15表)。
4.穂発芽性

成熟期の譜を採取し定湿器内で発芽試験を行っ

第15-1 

2.0 3.5 4.8 3.0 1.8 3.7 2.0 2.7 

3.9 3.8 4.5 3.8 3.0 3.2 2.9 3.4 

3.2 4.0 5.0 4.3 3.0 2.6 4.0 3.5 

2.0 3.3 4.5 2.5 4.6 3.2 2.9 3.1 

4.6 4.5 5.0 4.5 4.8 3.1 3.5 4.2 

0.8 3.0 4.5 4.5 4.4 2.4 1.0 2.7 

0.9 1.0 4.5 4.5 3.8 2.5 1.1 2.3 

l.0 3.0 5.0 3.5 3.5 2.3 2.1 2.6 

注1)成熟期の穂を冷蔵後， 25~30oCで発芽させた。発芽程度は， 0 (無)~5 (甚)の範関で表す。
2) 1988年は不稔が多発したため平均から除外。

1988 

こころまち

ササミノリ

アキヒカリ

レイメイ

キヨニシキ

イナノイワセ

トドロキワセ

ホウネンワセ

1987 1986 
品種名
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つづき)諒発芽性検定試験成績(育成地，

(%) 

第15-2 

評価1989 品謹名 1992 

こころまち

ササミノリ

アキヒカリ

レイメイ

キヨニシキ

イナノてワセ

トドロキワセ

ホウネンワセ

やや難

(中)

(易)

(やや難)

(易〉

(極難)

(難)

やや難

5日後

99.0 

98.5 
100.0 
97.5 
100.0 
93.5 

91.0 
94.5 

4臼後

83.0 
91.5 
100.0 
84.5 
100.0 

76.5 
76.5 
76.0 

3日後

21.0 
52.5 
77.0 
57.0 
92.0 
35.0 
31.5 

39.0 

5臼後

92.0 
94.5 
93.0 

96.0 
97.0 
98.0 
94.5 

79.5 

4日後

76.5 
79.5 

89‘0 
88.5 

93.0 
92.5 
92.5 

59.5 

3日後

37.0 
39.0 

68.5 
65.5 
77.5 

44.0 
57.0 
24.5 

1 )成熟期の諮を冷議後， 280Cで発芽させた。
2 )評錨の括組内

準対比
(%) (kg/ a) 

ち

リ

リ

キ

ま

ノ

カ

シ

ろ
ミ
ヒ
ニ

こ

サ

キ

サ

こ

サ

ア

サ

115 
(100) 

108 
108 

56.2 
48.8 
52.7 
52.5 

142 
130 
125 
141 

多目巴

ち

リ

リ

キ

ま

ノ

カ

シ

ろ
ミ
ヒ
ニ

こ

サ

キ

サ

こ
品
ソ
ア
サ

として示した。

104 
(100) 

102 
95 

55.0 
52.7 
53.8 
50.3 

(kg/ a) 

144 
139 
132 
137 

1 ) 1987， 1989~92年の諜肥誌の平均値
年の1988年を除く)。

注2iぺ加の試験区である

;). 

育成地におけ

した。こころまちはササミノリに交すし

数は104で，ササミノリ並かやや多lj)(であったG

6.玄米品費及び金昧

こころまちの玄米の長さはササミノリよりやや

長く，隠及び厚さはやや小さく，玄米の校形はサ

サミノりよりやや細長く，粒形は f中j，
サミノ 1)よりやや小浅く f中」である
こころまちの外観品質はササミノ 1)よ

り良好で f上の中jである(第18表)。
の成績では，こころまちはササミノりより

関をやや長く要する

は間援度で， f，島檎歩合は高いが，精米の白
震はやや抵めであった(第19表)。こころまちの

食味はササミノ 1)より明らかに譲り，ササニシキ

に近いにとの下jと評舗された

条件

諜目巴

×騒長/幅

14.43 1.80 1.99 2.83 5.10 20.6 こころまち

15.04 1.65 2.07 3.02 4.98 21.6 ササミノ 1)

14.45 1.73 2.05 2.89 5.00 ヤマウタ

1.8mm以上の玄米を50粒注)玄米子粒重は1986~92年の生産力検定試験@標杷区の平均，

その他は1992年の機肥区の成績。
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第閣議玄米品質調査成績

品護名
襟 nl:: 区

1986 '87 '88 '89 '90 '91 '92 平均 1986 '87 

こころまち 1.5 1.5 2.8 1.8 1.0 1.8 2.0 1.8 2.0 1.5 2.5 1.5 1.3 2.0 1.0 
ササミノ 1) 1.5 1.8 2.0 2.5 2.0 2.8 3.3 2.3 1.5 2.0 2.8 2.3 2.0 2.8 3.0 

アキヒカリ 2.3 4.3 2.5 4.0 4.0 2.5 3.3 2.5 4.0 2.0 3.5 3.8 1.8 2.9 中中
ササニシキ， 3.5 3.0 2.0 3.0 2.0 3.3 3.0 2.8 3.5 3.0 2.3 3.0 1.5 3.0 3.5 

注)ぺ別の試霊会~であるが参考として示した。

自 玄米

水分
(%) (%) (%) (秒) (%) (%) 

こころまち 14.0 70 90.0 1.8 34.8 14.4 70 89.9 2.5 35.長
ササミ)1) 13.5 60 90.5 14.8 33.6 14.1 60 89.3 8.3 36.8 

ヤマウタ 14.4 60 90.6 6.8 35.4 14.3 60 89β 5.5 36.3 

1) した1992年度産玄米50均を誤試， 3 

はKettのTP-2 Ket七 (C -300) {吏居。

3 )臨芽残存歩合は200粒龍三筆。

ち

り

一

ち

キ

ま
ノ
一
ま
シ

ろ
ミ
一
ろ
ニ

こ

サ

一

こ

サ

こ
サ
一
こ
品
ソ

0.5 

0.7 

0‘9 

0.7 

0.4 

-0.3 

0.3 

0.4 

り

0.4 

-0.4 

0.7 

0.7 

0.0 

0.5 

0.1 

0.3 

0.4 

0.0 

0.4 

0.5 

1)総合，外観，番り，味，粘りについては十 5(基準よりかなり良い)"'-5 

りかなり不良)，援さについては十 3(基準よりかなり硬い)~- 3 (墓準よりかな

り軟らかい)で評価。

2) 1987年'""'1992年の平地盤，-!fサミノリ対比は12自の平均，ササニシキ対比は20自の平均。

と地域適応性

各祭の奨励品議決定調査におけ

する収量比と機評を第21表に示した。また標準品

種に対する収量の比較を第3函に示した。これら

の結果から明らかなように，こころまちの収撃は

諜準品撞並である。こころまちはアキヒカりとサ

サミノリの中間の熟期の早生の晩で，ササミノリ

に比べ生育量が小さく，自葉詰病に~~い欠点はあ

るが，掘す冷性，いもち病抵抗性が強く，食味がサ

サニシキlこ近く良好な品種であるため，宮城県の

ササミノ 1)に代わって山開高冷地及び三陸沿岸地

帯に普及する見込みであるO

最近は食味重点の育種が行われる結果，いもち

梼抵説性の不十分な新品種が少なくないが，ここ

ろまちは，早生品種としてササニシキ並の良食味

でさらに，良質，耐冷性，耐@J伏性が援れている

地に，いもち病抵抗性も援れた新品護であり，山

間高冷地などにおいて員質，良食味米の安定生産

に貢献すると考えられるO



ける絞;墜指数と

1987 1988 1989 1990 1991 1992 

名lコ
ロロ

むつほまれ

たかねみのり，アキヒカザ，あきたこまち
アキヒカリ，あきたこまち

アキヒカリ，キヨニシキ，あきたこまち
ササミノ 1)

吃}‘サミノリ

キヨニシニト

キヨニシエト

キヨニニシニト

キヨニシキ

キヨニシキ

アキヒカ 1)

アキヒカリ

アキヒカリ

nv 
nu 
l
 

× 

O 

131 

102 

124 

94 

ム
×
×
〉
八
ム

101 
102 
109 
93 

95 
101 
104 
103 
101 

O
J〈
O
O
一ム

0

0

 

96 
99 
101 
98 

95 
98 

O 97 113 

事
a

z
z
n
 

0ム
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対照品種の玄米重(同/a)

対照品謹との収量性の比較

年から宮城県で奨励品纏として普及に移された。

この品麓の特性競要は次のとおりであるO

1.出穫期及び成熟期はアキヒカリとササミノリ

の中関で寄成地では r平生の晩jに}議する。
2.蒋長はササミノりよりわずかに短く，穂長は

やや長七稽数はやや少なく，芸書聖は「舗穂数型j

であるO

3.酎@J伏性はササミノりより明らかに強く，

「やや強jであるO

4.いもち病真性抵抗性遺伝子裂は十と推定され，

臨場抵抗性は，葉いらち，替、いもちともにササミ

ノ1)並の「強jである。自棄枯蔚抵抗性はササミ

ノりよりやや弱く「弱」であるO

5.障害型商ti令性はササミノ 1)より明らかに強く
「強JであるO
6.収量性はササミノリ並であるC

7.玄米の千粒重はササミノ 1)よりやや小さく

「中Jである。玄米の外観品質はササミノりより
良好で， r上のr:tJであるC 食味はササミノリよ
り明らかにまさりササニシキに近い「上の下Jで
あるO

8.生育量はササミノリより小さいので，健苦湾

成と初期生育の確保に努めるO

要

宮城県吉JlI農業試験場において，東北131号
(後のハヤユタカ)/中部品号のFlの蔚培養によ

り育成した東北141号は， 1993年7月に「水稲農

林321号Jに登録， rこころまちJと命名され，間

本品寝の育成に護接従事した研究職員は，第22

表のとおりである。

本品覆は箭培養による育成品覆があり，早生で，

食味が良好で，いもち病抵抗性，耐冷性共に強い

待望の新品種であることから， rこころまちJ(心
待ち)と命名された。

3臨

1. こころまちの生育震はササミノリより小さい

ので，健蔭育成と初期生宵の確保に努める。

2.自葉枯病抵抗性は弱と評錨されるので，常発

地では訪除に留意するO

命名の詣来

議場上の注意

育成従事者

播
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議22表育成従事者

¥年次 11982
¥世代 i

1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 11993年 3月

氏名¥ [交配 Fl F1Al F1A2 F1A3 Fん F1As F1A6 F1A， F1A8 Fん F1AlO 1現在所罵

佐々木武彦

阿部

松永

丹野
千葉

関本

狩野

永野

植松

滝沢

早坂

1 ) ..... : 1987年4月""""1989年 3月海外出張

4丹

3月
3月

2 )八鍬和男，佐々木次雄，伊藤みよ子，千葉八千代，菅井たか子，紺野美栄子，伊藤せっ子，
赤聞とし子， (故)性々木良子の各氏には圏場管理及び調査の協力を頂いた。

9. 自葉枯病抵抗性は弱と評価されるので，常発

地では防除に留意するO
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こころまち ササミノリ

第 4~ こころまちの揺株

こころまち ササミノリ

第5図 こころまちの籾と玄米
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特性一覧付表

アキヒカリ

階綾(区分)

(嬬穂重)

(やや短)

(中)

(やや岡1])

(やや立)

(やや短)

(中)

(密)

(短)

(黄白)

(黄白)

(淡黄)

(謹少)

(謹短)

(黄白)

(中)

(やや小)

(中)

(中)

(中中)

(やや不良)

(少)

(中中)

(水稲)

(梗)

(平生の早)

(早生の早)

(やや弱)

(易)
(やや強)

(難)
( Pi-a ) 

(やや強)

(中)

(やや弱)

(B本水稲型)

(中)

(やや低)

1
 

4

4

5

4

4

4

5

7

3

1

1

1

2

2

1

5

4

5

5

5

4

3

5

2

2

2

2

6

7

4

3

一
4

5

6

0

5

4

4
1
A
 

ササミノリ

階級(区分)

(鐸稽数)

(中)
(中)

(中)

(中)

(中)

(やや多)

(やや疎)

(やや短)

(黄色)

(黄白)

(淡黄)

(やや少)

(短)

(黄島)
(やや円)

(中)

(やや濃)

(やや大)

(中上)

(中)

(少)

(中中)

(水稲)

(梗)

(中生の早)

(中生の早)

(やや弱)

(中)
(やや弱)

(難)
(十)

(強)

(強)

(中)

(日本水稲型)

(中)

(やや低)

ハU

6

5

5

5

5

5

6

4

4

1

1

1

4

3

1

4

5

6

6

4

5

3

5

2

2
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4

6

5

6

3
一
3

3

5

0

5

4

4
3
i
 

こころまち

階級(区分)

(寵穂数)

(中)

(やや太)

(やや陣u)

(やや立)

(中)
(やや多)

(やや疎)

(短)

(黄自)

(淡黄)

(少)
(短)

(黄白)

(中)

(やや小)

(中)

(中)

(上中)

(やや良)

(極少)

(上下)
(水稲)

(梗)

(早生の晩)

(王手生の晩)

(強)

(やや強)

(難)

(十)

(強)

(強)

(弱)

(日本水稲型)

(中)
(やや抵)

ハ
U

6

5

6

4

4

5

6

4

3

1

1

1

3
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質青5

蒋長

稗の縮太

揮の剛柔

止薬の直立寝度

穂 長

穂数

粒着密度

穂軸の抽出度

額 急

ふ先

穎の色

の有無多少

長
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A New Rice Cultivar “KOKOROMACHI" 

Takehiko SASAKI， Shinzo ABE， Kazuhisa MATSUNAGA， Eiji OKAMOTO. 

Kuniaki NAGANO. Koichi TANNO. Yoshinori CHIBA. Atsushi KANO. 

Katsuhiko UE恥1ATSU.Hiroyuki TAKIZA W A and Hiroshi HA Y ASAKA 

Summary 

Kokoromachi is a early maturing nongultinous paddy rice cultivar developed by the 

national breeding program at Miyagi Prefectural Furukawa Agricultural Experiment Sta 

tion in 1993. It was derived from a cross in 1982 between Tohoku 131 therafter desig-

nated Hayayutaka and Chubu 44 and anther culture of th巴 F1 hybrid. The breeding objecω 

tive was to combine cold resistance and excellent quality as food in an early maturing cul-

tlvar. 

A promising line obtained from the F 1 A 4 generation was named Tohoku 141 and has 

been tested for local adaptability sioce 1987. Tohoku 141 w品sregistered as P丘ddyRice 

Norin 321 and named “Kokoromachi" by the Ministry of Agriculture. Forestry and 

Fishery in 1993 and was released as a recommended cultivar in Miyagi prefecture. 

Several important features of the new cultivar are as follows. Kokoromachi is early in 

heading and maturity in the central-southern Tohoku district. Culm length is medium and 

the plant belongs to the partial panicle number type. Tolerance to lodging is moderately 

strong. The blast resistant gene type is十. and field resistance to blast is strong. Resist-

ance to bacterial leaf blight is susceptible. Cold resistance at the booting stage is strong. 

Yield potential of Kokoromachi is slightly higher than that of Sasaminori. Visual grain 

quality is surperior to that of Sasaminori. Food quality is excellent and superior to that 

of Sasaminori. It should be possible to cultivate in hilly areas in central-southern Tohoku 

district. 
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